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農作物難防除害虫の総合防除技術開発の功績により 

柴尾総括研究員が「日本応用動物昆虫学会 学会賞」を受賞！  

 

柴尾学総括研究員が、難防除害虫アザミウマ類の発生生態の解明と総合防除法の開

発に取り組んだ功績により、「日本応用動物昆虫学会 学会賞」を受賞しました！日

本応用動物昆虫学会は会員数約 1,700 名の日本を代表する応用系の昆虫学会です。研

究成果は全国の研究者および普及指導員等の技術者に活用され、農業現場におけるア

ザミウマ類防除対策に貢献しています。 

 

●受賞概要 

【受賞者】 

食と農の研究部 総括研究員兼園芸グループリーダー 柴尾 学（しばお まなぶ） 

【業績名】  

アザミウマ類の生態解明と総合防除法の開発に関する一連の研究 

【業績概要】 

多くの野菜、果樹、花きなどを加害する難防除害虫アザミウマ類の発生生態の解明

と総合防除技術の開発に取り組んだ。農業現場で問題になるアザミウマ類について、

これまでに日本応用動物昆虫学会誌を中心に 50 報を超える論文を発表した。 

○どのような研究内容が評価されたの？ 

アザミウマ類に関する多くの研究成果のうち、チャノキイロ

アザミウマに関する研究では、ブドウでの生物学的特性に基づ

く発生予察手法の開発や要防除水準の設定を行うとともに、捕

食性および寄生性天敵の発生生態を解明し、それらを活用した

防除技術を開発しました。 

また、ミナミキイロアザミウマに関する研究では、捕食 

性天敵と天敵微生物を組み合わせた施設ナス・キュウリの

総合管理体系を確立するとともに、赤色 LED 光と光反射シ

ートを利用した新しい防除技術を開発しました。赤色 LED

による防除技術は 2020 年農業技術 10 大ニュースの第３位

に選定され、生産現場からも高い評価を得ました。 

 

地方独立行政法人 大阪府立環境農林水産総合研究所（環農水研） 

担当：企画グループ 古川・井戸川 

電話：072-979-7070 FAX：072-956-9691 

受賞！ 

赤色 LED装置を設置した施設 

ミナミキイロアザミウマ 



○研究成果はどのように活用できる？ 

 得られた研究成果は大学、農研機構、都道府県など公的研究機関の研究者、大阪府

をはじめ全国の普及指導員等の技術者に利用され、農業現場におけるアザミウマ類の

対策に活用されています。また、2016 年には「アザミウマ防除ハンドブック」（農山

漁村文化協会）が出版され、生産者への防除技術の普及が進んでいます。 

 

○今後の展望は？ 

 アザミウマ類だけでなく、他の難防除害虫についても発生生態の解明と防除対策の

開発を進め、環境に配慮した総合防除法の開発に取り組んでいきます。 

 

○研究内容の詳細は大阪府立環境農林水産総合研究所までお問合せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日本応用動物昆虫学会 学会賞」とは 

 

日本応用動物昆虫学会は、1957 年に日本応用動物学会と日本応用昆虫学会が合併し

て設立されました。会員資格は、応用昆虫学と応用動物学(ダニ学、線虫学、農薬およ

び害虫防除器材の分野を含む)の研究者に広く開放されています。 

日本応用動物昆虫学会には学会賞、奨励賞、論文賞とポスター賞があります。 

学会賞は、応用昆虫学および応用動物学上顕著な業績を挙げた会員にこれを贈りま

す。各年度の授賞は、規程により学会賞 2 件と定められています。 

日本応用動物昆虫学会 HP より抜粋 

 

 

左：柴尾 学 総括研究員 右：石井 実 理事長 

受賞記念メダル 


